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Steward the 
Climate Transition

Safeguard 
Nature

Drive 
Circularity

Support 
Communities
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We have 
four key pillars.

当社が注力する
４つのテーマ

気候変動への対応 自然環境の保全 循環経済の推進 コミュニティー支援
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By 2030, we will aim to:
当社の２０３０年目標

100％の事業所で
再生可能エネルギーを使用

GHG排出をScope 1＆2において
2019年対比５７％削減

購入品とサービス、上流の輸送と流通、
出張によるScope 3の温室効果ガスの
絶対排出量を2019年比で28%削減

Steward the Climate Transition
気候変動への対応



PART 2
テナントオフィスにおける省エネ対策



テナント×オーナーの共創：『要請』から『自律的連携』へ
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【先行実証の役割】
2022年他のテナントに先駆け「専有部LED
化」を開始。

【役割分担の明確化】
ビル側（ハード）：インフラ導入・更新
テナント側（ソフト）：データに基づく運用最適
化

【共通目標】
東京都の認定の維持と、ビル全体のCO2削減
の最大化

協業の具体例

ビルオーナー
（インフラ提供・ハード）

日本ロレアル
（運用・データ連携・ソフト）

Å専有部LED化先行実証（パイロット）
Å IOTを活用した各Zoneの温度管理
Å詳細な管理データのフィードバック

ÅLow-Eガラス導入
Å空調自動制御の更新
Å共用部人感センサー化

♩♇ⱪ꜠ⱬꜟ fiꜞ◒*

*東京トップレベル事業所認定制度リンク

資産価値向上

（Green Value / Win-Win)

東京都『準トップレベル事業所*』認定

ビル全体のCO2削減

（キャップ＆トレード貢献）

https://www.toplevel.metro.tokyo.lg.jp/certified-businesses/?category=%E6%BA%96%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%AC%E3%83%99%E3%83%AB&page=1


ὧɏɶȭȽɭɶ
ǲǑǘȒ
ȢɌɗɶȵɥɱ
ÅLow -Eガラス導入（2015－）

Åペリメーター空調負荷の大幅な
削減（蒸気・冷水削減）

Åオフィス及び共用部の照明を全面
LED化（2020－2024）

Å室内CO2濃度に応じた換気量の
最適化

Å空調機インバーター化による高効率
な運転管理を実現
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L’Oréal For The  Future
持続可能なオフィス環境の実現

１５

ロレアルのグローバル・サステナビリティ・プログラム
「L'OréalFor The Future」に基づき、
日本オフィスにおける具体的なCO2削減目標を
推進。

Mission:
単なる省エネ活動にとどまらず、テクノロジーを活用
したスマートなオフィス運営への転換。

KeyFocus:

オフィス専有部におけるエネルギー消費の可視化と
プログラム自動制御。
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実際の稼働
シーン
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始業時には最適温度で迎える快適性

休み明け（月曜等）は7:00
から、通常の平日は各センサー
で測定された建物内の気温に
応じて空調を細かくプログラムを
おこない自動制御

照明のオンオフ自動制御

SwitchBot 現在１２台稼働
（センサー合わせて）
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日本ロレアルの実績サマリー

CO2  2019年比 排出量 約４割減 (tCO2/year)

55.7%
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SPT vs 2019 L'Oréal vs 2019

ビル：新宿パークタワー全体

テナント：日本ロレアル



日本ロレアルの実績サマリー

CO2  2019年比 単位面積で約３割効率化 
(tCO2/year m2)

テナント：日本ロレアル
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PART 3
リニューアブルエナジーと

リサイクル



日本ロレアルの再エネ１００％への道筋
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徹底的な省エネ

Reduce

•LED化（全面）

•IoT照明管理

•空調最適化

•Low -Eガラス

▼約４割削減達成

残存エネルギー

Green Offset

•電力 ■■■■ MWh

•熱 ■■■■ GJ

▼環境価値の購入

再エネ100％達成

Renewable Energy

•Scope 2 排出量ゼロ

•再エネ比率100 ％

▼CDP A評価継続

削減できる分は

徹底的に削減

どうしても使う分を

顔の見える再エネでオフセット

地域貢献×再エネ

の二重価値を
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環境価値

スピーカーメモ『私たちは、ただCO2がゼロになればいいとは考えていません。『どこで、誰が、どうやって作ったエネルギーか。』
このプロセスに投資することでオフィスにいながら地方創生に関与できるのです。』

震災復興・地域産業（林業）の活性化に寄与

ご参考『３つの選定基準』Strategic Criteria

震災復興・地域産業の活性
化に寄与するエネルギーを
選定すること。

天候に左右されにくい
バイオマスエネルギーにより
安定的なベースロード電源の
再エネ化を支えること。

単なるCO2削減（数字）
だけでなく、社員との『思い』
を共有すること。

（グリーン電力証書・熱証書）

特定のエネルギーに紐づいた価値を調達する
『トレーサビリティ』の確保

『顔の見える再エネ』の選択：石巻市内のバイオマス発電との連携

石巻市内のバイオマス発電施設

【『思い』の共有性】



［原料］合板製造の工程で発生する端材や樹皮(バーク)をバイオマス
燃料として活用。
［バイオマス］ 木材を乾燥する工程や熱圧する工程で使用される蒸気
の100％をバイオマス燃料由来としています。バイオマス発電プラントも備
えており、製造工程で使用する電力の約60％を賄う。

https://www.ishinomaki.co.jp/kankyo

参考： https://www.ishinomaki.co.jp/kankyo

石巻合板工業株式会社 グリーンエネルギー（電気）

https://www.ishinomaki.co.jp/kankyo


https://www.seihoku.gr.jp/wood_300/


定量的なインパクト

Å環境価値＋社会価値

Åインクルーシブ・ソーシング

新たな雇用 3名

27
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サーキュラーエコノミー
廃棄物削減とアップサイクル

29

テラサイクル社と提携
し、主要12ブランドの
店頭で空き容器を回
収。

2025年実績：
約３２トン



今後の展望

2030年、その先へ

Åテナントという制約を、オーナーとの「対話」と「協働」で乗り越える。

Å省エネ＝脱炭素とウェルビーイング（快適性）を両立させる。

Å世界を突き動かす美の創造を、サステナブルな方法で続けていく。
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